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なかとんべつ町議会だより２１２号 ２

第３回
定例会
第３回
定例会

　令和２年第３回定例会が、９月１５日から１７日まで３日間の日程で開催され、
初日の行政報告で小林町長は、次の３点について報告をしました。
１．中頓別町国民健康保険病院の院長の交代について、川埜芳照院長（令和２年
　１２月１日退職）から長島弘院長（令和２年１２月２日着任）に決まりました。
２．中頓別町防災行政無線の配付状況について、８月下旬の配付状況は７５０戸中
　７３８戸、９８．４％の配付率となりました。未配付の方々には今後も協力が得
　られるように働きかけを行ってまいります。
３．新型コロナウイルス感染症対策について、本町においては、国が進める緊急経
　済対策に加え、町独自の支援策として地域に根ざしたきめ細かな支援に全力で取
　り組んでいるところです。今後の対策として、日常生活はもとより、非常時に備
　えた感染拡大防止対策のさらなる拡充と併せて、「ウィズコロナ」のもとで誰一
　人取り残されることなく安定した生活を営めるよう、きめ細やかな支援策を講じ
　るなど、迅速かつ的確に取り組んでまいります。

　初日の報告で「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に
基づく健全化判断比率では、本町は平成３１年度決算で実質公債費率が▲１.４％
（健全化判断基準２５.０％）となり、着実に財政健全化が進んでいます。また、
資金不足比率等の報告では、いずれの会計も資金不足が生じておらず、資金不足比
率は算定されないと報告がありました。
　
　一般質問では、通告順に４議員が、本町が抱える諸問題について、町長に所見を
質しました。
　平成３１年度一般会計ほか７会計の決算は、全議員で構成する「決算審査特別委
員会」（長谷川委員長）に付託され、会期中に審査を行いすべて認定されました。
日程の最後には、「軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書」、「新
型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書」、「国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書」を発議
し、全会一致で可決されました。



なかとんべつ町議会だより２１２号３

第３回定例会で
　　　　決まりました
第３回定例会で
　　　　決まりました

　
同
意
第
９
号　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
９
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
の

人
事
案
に
つ
い
て
、
石
井
英
正
氏
の
再
任
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期　

令
和
２
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
９
月
30
日

　
議
案
第
48
号　
職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

　
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出
に
当
た

り
、
11
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
月
に
お
い
て
給

料
月
額
に
寒
冷
地
手
当
を
加
算
す
る
改
正
を
行
う

も
の
。

　
議
案
第
49
号　
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
住
民
税
及
び
た
ば
こ

税
を
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
50
号　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

　
議
案
第
51
号　
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

　
議
案
第
52
号　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

議
案
第
50
号
か
ら
第
52
号
は
、
構
成
団
体
の
解

散
に
伴
う
脱
退
に
よ
る
変
更
。

　
議
案
第
53
号　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
監
視
制
御
設
備
更
新
工

事
の
契
約
金
額
の
変
更
に
伴
い
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

　
議
案
第
54
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７

百
90
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は

41
億
４
千
６
３
１
万
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
と
し
て

防
災
対
策
や
地
域
内
農
産
物
等
の
活
用
拡
大
な
ど

に
４
千
１
３
７
万
円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
費
委
託
料
７
９
８
万
円
（
総
務
費
）

　

商
工
業
振
興
支
援
事
業
補
助
金
１
千
万
円
（
商

工
費
）

　

除
排
雪
事
業
２
千
６
３
２
万
円
、
住
宅
建
設
促

進
助
成
金
４
８
０
万
円
（
土
木
費
）
な
ど
を
追
加

す
る
も
の
。

　
議
案
第
55
号　
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
５
７

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
４
千
78
万

円
に
。
車
両
修
繕
費
85
万
円
、
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
71
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
56
号　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
６
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
４
千
１
０

６
万
円
に
。
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
に
同
額
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
57
号　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
千
１
４
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
５
億

９
千
１
９
０
万
円
に
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
発
熱
外
来
施
設
改
修
工
事
２
７
７

万
円
、
常
勤
医
師
紹
介
業
務
委
託
料
８
６
８
万
円

を
追
加
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
７
６
万
円
を
追
加
。
簡
易
入
院
施
設

備
品
に
同
額
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
58
号　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
１
億
３
千

71
万
円
に
。
簡
易
水
道
事
業
法
適
用
基
本
方
針
策

定
委
託
料
１
４
０
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
59
号　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
６
３

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
７
千

１
５
５
万
円
に
。
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
法
適
用
基
本
方
針
策
定
委
託
料
１
４
０
万
円
な

ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
60
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
４
６

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
２
千

○○○○

議
決
さ
れ
た
議
案
等

○○○○

○○○○○○



第
４
回
臨
時
会
結
果

（
８
月
７
日
）

第
４
回
臨
時
会
結
果

（
８
月
７
日
）

第
３
回
臨
時
会
結
果

（
７
月
13
日
）

第
３
回
臨
時
会
結
果

（
７
月
13
日
）

なかとんべつ町議会だより２１２号 ４

７
１
０
万
円
に
。
国
及
び
道
に
対
す
る
返

還
金
に
同
額
を
追
加
す
る
も
の
。

　
報
告
第
３
号　
平
成
31
年
度
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
（
財
政
健
全
化
法
）
の
規

定
に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
住
民
に
公
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率　
　

▲
１
・
４
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
25
％
）

④
将
来
負
担
比
率　
　
　

算
定
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基
準
350
％
）

【
監
査
委
員
の
審
査
意
見
】

　

実
質
公
債
費
比
率
は
平
成
22
年
度
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
公
債
費
比
率
の
逓
減
に
努
め
、

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
報
告
第
４
号　
平
成
31
年
度
資
金
不
足

比
率
の
報
告

　

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
病
院
、
水
道
、

下
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率
（
基
準
20

％
）
は
、
い
ず
れ
も
算
定
さ
れ
な
い
。

以
下
は
報
告
案
件

○

　

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
13

日
招
集
さ
れ
、
８
議
案
を
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
39
号　
特
別
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

特
別
職
の
職
員
の
給
与
を
減
額
す
る
も

の
。

　

令
和
２
年
８
月
分
の
給
料
月
額
に
つ

い
て
10
万
円
を
減
額
。

　
議
案
第
40
号　
国
民
健
康
保
険
税
条

例
（
一
部
改
正
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
た
場
合
な

ど
、
国
民
健
康
保
険
税
の
全
額
又
は
一

部
の
減
免
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
既
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

　
議
案
第
41
号　
介
護
保
険
条
例
（
一

部
改
正
）

　

低
所
得
者
に
係
る
介
護
保
険
料
の
軽

減
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

保
険
料
の
軽
減
を
図
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
一
定
程
度
収
入
が
減

少
し
た
被
保
険
者
に
対
し
、
遡
及
し
て

保
険
料
の
減
免
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
既
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

　
議
案
第
42
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
億
９
千
７
百
44
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
40
億
１
千
５

３
４
万
３
千
円
に
。

　

主
に
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
環
境

整
備
推
進
事
業
に
１
億
５
千
６
百
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
交

付
金
事
業
に
３
千
万
円
を
追
加
。

　
議
案
第
43
号　
国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算

　

資
本
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定

額
に
そ
れ
ぞ
れ
７
８
３
万
４
千
円
を
追

加
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

支
援
交
付
金
を
活
用
し
、
緊
急
時
に
必

要
な
備
品
（
人
工
呼
吸
器
な
ど
）
を
整

備
す
る
た
め
同
額
を
追
加
。　

　
議
案
第
44
号　
物
品
売
買
契
約
の
締

結
　

除
雪
ド
ー
ザ
購
入
に
か
か
る
契
約
の

締
結

　
議
案
第
45
号　
工
事
請
負
契
約
の
締

結
　

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
監
視
制
御
設

備
更
新
工
事
に
か
か
る
契
約
の
締
結

　
発
議
第
４
号　
議
会
の
議
員
報
酬
額

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
令

和
２
年
８
月
分
か
ら
12
月
分
（
５
ヶ
月

間
）
の
議
員
報
酬
月
額
を
そ
れ
ぞ
れ
10

％
削
減
す
る
も
の
。

　

令
和
２
年
第
４
回
臨
時
会
が
８
月
７

日
招
集
さ
れ
、
２
議
案
を
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
46
号 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
千
３
０
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
は
40
億
３
千
８
４
０

万
５
千
円
に
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
交
付
金
事
業
に
１
千

８
百
万
円
を
追
加
。

　
議
案
第
47
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定

額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
８
９
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
は
５
億
８
千
45
万
円
に
。

　

施
設
修
繕
に
同
額
を
追
加
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
支
出
既
決

予
定
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
７
１
万
３
千
円

を
追
加
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
備
品
整
備
に

同
額
を
追
加
す
る
も
の
。　
　

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

町
は
、
観
光
客
の
一
層
の
増
加
を
図
る
た
め
様
々

な
方
法
で
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
気
に
な
る
の
が
、
国
道
40
号
音
威
子
府
村
と
国

道
２
３
８
号
浜
頓
別
町
等
５
ケ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
中
頓
別
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
誘
導
板
（
観
光
看
板
）
で

す
。
雑
草
や
木
が
生
い
茂
り
、
色
も
あ
せ
、
本
体
そ

の
も
の
も
傷
ん
で
い
る
な
ど
、
補
修
・
更
新
が
必
要

な
看
板
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
観
光
客
が
こ
れ
ら

の
看
板
を
見
て
「
な
ん
だ
こ
れ
は
」
と
思
わ
れ
な
い

た
め
に
も
、
ま
た
今
後
の
観
光
客
増
を
目
指
す
た
め

に
も
早
急
に
手
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
町
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
平
成
７

年
に
設
置
し
て
か
ら
25
年
を
経
過
し
、
特
に
看
板
上

部
の
劣
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
音
威
子
府
村
に
設
置
し
て
い
る
看
板
に
つ

い
て
は
、
立
地
的
な
問
題
も
あ
り
周
囲
の
木
が
生
い

茂
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
国
道
か
ら
見
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
設
置
の
見
直
し
も
含
め

て
補
修
等
の
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

時
代
背
景
が
影
響
し
、
脱
ゆ
と
り
教
育
以
来
、
教

科
書
が
大
き
く
厚
く
な
り
補
助
教
材
が
増
え
る
な
ど
、

小
中
学
生
の
通
学
カ
バ
ン
の
中
身
や
持
ち
物
は
重
く

な
る
一
方
で
子
ど
も
の
体
に
リ
ス
ク
を
与
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
中
学
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
荷
物
の
重
さ

が
、
成
長
段
階
の
子
ど
も
の
体
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
少
し
で
も
軽
量
化
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
統

一
的
な
方
針
を
示
し
て
い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　

弁　

○
田
邊
教
育
長

　
教
科
書
や
そ
の
他
教
材
等
は
、
宿
題
や
予
習
・
復

習
な
ど
の
家
庭
で
の
学
習
課
題
を
適
切
に
課
す
等
、

家
庭
学
習
も
視
野
に
入
れ
た
指
導
を
行
う
上
で
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
持
ち
帰
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
学

習
用
具
や
そ
の
他
教
材
等
は
、
教
室
に
置
く
こ
と
も

可
能
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
や
荷
物
の
重
さ
が
、
本
町

の
成
長
段
階
の
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
は
、
学
校
に
教
科
書
や
そ
の
他
教
材
等
の
荷
物

を
学
校
に
置
い
て
お
く
、
「
置
き
勉
」
や
「
ラ
ン
ド

セ
ル
等
の
是
非
」
に
つ
い
て
、
統
一
的
な
指
針
は
示

し
て
い
ま
せ
ん
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

質　

問

 

中
頓
別
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
誘
導
板
（
観
光
看
板
）

に
つ
い
て

質　

問

 

重
す
ぎ
ま
せ
ん
か
。
小
中
学
校
の
通
学
カ
バ
ン

に
つ
い
て

拡大写真 音威子府村咲来にある観光看板（写真左）



なかとんべつ町議会だより２１２号 ６

　

期
待
さ
れ
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
が
、
管

理
運
営
に
関
し
課
題
が
み
ら
れ
次
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

①
町
の
観
光
資
源
を
統
括
し
、
管
理
運
営

や
今
後
の
あ
り
方
を
見
つ
け
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
計
画
策
定
を
含
め
町
の
観
光
を
促
進

す
る
組
織
と
考
え
る
が
実
態
は
伴
わ
な
く
感

じ
て
い
る
が
。

　

②
組
織
が
少
数
（
３
名
）
の
理
事
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
関
係
す
る
機
関
（
例

え
ば
産
業
団
体
、
金
融
機
関
、
自
治
会
等
）

か
ら
広
く
参
加
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

　

③
職
員
体
制
が
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ

　

の
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ
る
の
か
酪
農
家
の

中
か
ら
戸
惑
い
や
不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
っ
て
、
酪

農
家
の
利
用
の
方
法
や
希
望
の
取
り
ま
と
め

が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
規
模
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
決
定
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
平
成
29
年
度
に
哺
育
育
成
牛
預
託
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、
草
地
整
備
希
望
量
の
調
査

と
合
わ
せ
て
、
農
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
預
託
施
設
へ
預
託
を

希
望
す
る
農
家
が
三
分
の
一
程
度
あ
る
こ
と

か
ら
、
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
で
の

整
備
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め
、
振
興
局
や

農
協
と
協
議
す
る
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
預
託
希
望
頭
数
及
び
哺
育
育
成
施
設
へ
の

飼
料
供
給
可
能
な
農
地
面
積
等
を
勘
案
し
た

結
果
、
現
在
進
め
て
い
る
年
間
１
４
４
頭
（

総
預
託
頭
数
２
７
６
頭
）
規
模
で
の
事
業
計

画
と
な
り
ま
し
た
。

　
施
設
の
整
備
は
、
本
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
に
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
利

用
希
望
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
適
時
説

明
会
等
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
施
設
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
酪
農
の

振
興
に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
と
の
考
え
方
か

ら
、
公
共
牧
場
と
同
様
に
町
と
し
て
物
心
両

面
で
支
援
は
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
て
、
観
光
資
源
を
活
用
し
た
滞
在
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
特
産
品
の
開
発
、
交
流
人
口
や
移

住
者
の
増
加
、

地
域
の
雇
用

者
の
増
加
、

人
口
減
少
対

策
に
も
寄
与

し
た
く
、
町

の
観
光
政
策

と
の
係
わ
り

は
深
く
協
力

す
る
。

　

「
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
ど

髙 

橋 

憲 

一 

議
員

質
　
問

 

哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
に
つ

い
て

質
　
問

 

な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ

ー
ロ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て

観光資源の鍾乳洞周辺

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

た
。
現
在
の
体
制
に
不
備
は
な
い
で
す
か
。

　

④
町
の
観
光
資
源
を
網
羅
し
、
点
を
面
と

す
る
総
合
的
な
観
光
振
興
を
意
図
し
な
が
ら
、

鍾
乳
洞
を
除
外
し
、
さ
ら
に
は
寿
公
園
、
ス

キ
ー
場
も
範
中
に
な
い
、
こ
れ
で
よ
い
の
で

す
か
。

　

⑤
観
光
振
興
計
画
に
こ
の
組
織
は
ど
う
係

わ
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
①
こ
の
組
織
は
観
光
関
連
施
設
の
管
理
運

営
の
受
託
と
と
も
に
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
状
は
低
迷
し
て

い
る
観
光
関
連
施
設
の
運
営
状
況
や
人
材
不

足
に
課
題
が
あ
る
。
本
来
の
活
動
に
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
事
業
運
営
の
強
化
を
計
り

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

　
②
構
成
の
見
直
し
を
検
討
し
体
制
強
化
を

計
る
。

　
③
職
員
体
制
に
課
題
が
あ
り
、
募
集
を
し

て
い
る
が
人
材
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
。
協

力
隊
員
制
度
も
活
用
し
、
本
部
構
成
を
強
化

し
た
い
。
必
要
な
人
材
確
保
に
努
め
る
。

（
専
務
理
事
等
）

　
④
町
内
観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
、
組

織
の
活
動
方
針
は
、
地
域
観
光
資
源
を
積
極

的
に
活
用
し
事
業
化
、
商
品
化
を
図
る
ほ
か
、

現
在
直
接
的
に
管
理
運
営
を
し
て
い
な
い
施

設
（
鍾
乳
洞
等
）
に
つ
い
て
も
施
設
活
性
化

に
取
り
組
み
所
管
範
中
に
加
え
る
こ
と
も
検

討
す
る
。

　
⑤
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
と
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
感
染
状
況

に
お
い
て
再
度
道
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
中
頓
別
町
と
し
て
の
対
応

や
町
内
で
の
影
響
等
に
つ
い
て
改
め
て
伺
う
。

　

町
内
行
政
施
設
で
の
感
染
防
止
対
策
や
行

政
主
催
の
行
事
等
に
関
し
て
、
消
毒
液
な
ど

の
設
置
状
況
や
行
事
の
開
催
内
容
に
疑
問
を

感
じ
る
声
も
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
行
事
等

の
開
催
基
準
や
対
策
の
継
続
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
経
済
対
策
と
し
て
は
、
国

か
ら
の
給
付
金
、
道
と
町
か
ら
の
支
援
金
、

商
品
券
の
発
行
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

給
付
や
消
費
の
状
況
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

設
の
利
用
状
況
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
か

ら
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
、
６
月
以
降
は
徐

々
に
回
復
し
始
め
、
８
月
に
は
例
年
並
み
以

上
に
利
用
さ
れ
る
施
設
も
あ
っ
た
。
道
民
割

り
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
登
録
と
な
っ
て
い

る
宿
泊
施
設
と
し
て
、
現
時
点
で
は
ピ
ン
ネ

シ
リ
温
泉
で
５
名
、
コ
テ
ー
ジ
の
宿
泊
で
３

９
名
、
ス
マ
ー
ト
モ
デ
ュ
ー
ロ
の
宿
泊
で
１

４
名
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
町
的
な
光
回
線
の
整
備
に
向
け
て
は
、

現
在
、
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
通
信
事
業

者
を
通
じ
て
国
へ
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い

る
段
階
に
あ
り
、
交
付
決
定
さ
れ
次
第
、
工

事
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

宮 

﨑 

泰 

宗 

議
員

質
　
問

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ
い

て

　

ど
う
み
ん
割
り
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
町
内
施
設
の

観
光
的
な
利
用
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

光
回
線
の
整
備
拡
大
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
全
国
的
に
急
が
れ
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
町
に
お
け
る
早
期
実
現
の
可
能

性
、
今
後
の
日
程
や
見
通
し
等
に
つ
い
て
も

伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
町
で
は
、
７
月
９
日
付
け
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
等
に
関
す
る
取
扱
い
基
準
」
を
定
め
、

町
主
催
の
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等
を
開

催
す
る
場
合
は
、
適
切
な
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
実

践
し
、
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
９
月
４
日

か
ら
は
５
段
階
の
警
戒
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
た

が
現
在
は
最
も
制
限
の
少
な
い
第
１
段
階
に

当
た
る
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

　
９
月
４
日
時
点
ま
で
の
経
済
対
策
と
し
て
、

町
か
ら
の
支
援
金
及
び
商
品
券
発
行
事
業
等

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
休
業
協
力
・
感
染
リ

ス
ク
低
減
支
援
金
の
給
付
が
56
件
で
６
５
０

万
円
、
ま
ご
こ
ろ
商
品
券
の
発
行
が
約
２
，

８
３
０
万
円
分
（
販
売
予
定
の
56
．
62
％
）
、

牛
乳
・
乳
製
品
購
入
権
の
利
用
実
績
が
約
36

万
円
（
21
．
36
％
）
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

つ
な
ぎ
融
資
制
度
の
利
用
が
３
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
鍾
乳
洞
や
コ
テ
ー
ジ
な
ど
、
町
内
観
光
施

令和2年11月30日が有効期限となっている
「まごころ商品券」

支援金及び商品券発行事業の詳細
⑴休業協力・感染リスク低減支援金の給付状況
　①北海道知事が休止を要請する施設を営む事業主　　　　　　　　２件　　　２００，０００円
　②酒類の提供がある飲食店で１９時以降の酒類の提供を取りやめた事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７件　１，４００，０００円
　③酒類の提供がない飲食店で営業の停止、営業時間の短縮など感染症防止対策を実施した事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１件　　　３００，０００円
　④飲食店以外で減収が認められる又は感染症防止対策を実施した商工業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６件　４，６００，０００円
⑵まごころ商品券発行状況（令和２年９月４日時点）
　・購入者数　　　９７３人　　
　・販売数　　　　３，７７３セット（５，０００円／１セット）
　・発行額　　　　２８，２９７，５００円　
　・販売状況　　　５６．６２％（販売予定数６，６６４セット）
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二
期
目
の
任
期
も
早
一
年
半
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

四
半
期
ご
と
の
定
例
会
や
臨
時
会
を
都
度
経
験
し
て
も
ま
だ

慣
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
、
こ
の
町
に
育
ち
こ
の
町
で
暮
ら
し
て

い
る
も
の
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
中
頓
別
」
の
現
状
を
議
員
と

い
う
立
場
で
目
の
当
た
り
に
す
る
場
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
、

町
民
の
皆
様
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

と
い
う
課
題
が
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
我
が
町
に
と
っ
て

現
町
長
が
提
唱
し
た
、
共
助
の
仕
組
み
作
り
の
最
た
る
も
の

が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
あ
り
、
実
証
実
験
が
開
始
し
て
か
ら
４

年
が
経
ち
ま
し
た
。
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
が
一
段
と
不
便

に
な
り
公
共
交
通
空
白
地
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況

の
中
に
あ
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
十
数
名
も
い

る
こ
と
は
、
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
町
民
が
大
勢
い
る

こ
と
の
象
徴
で
あ
り
自
分
た
ち
で
移
動
を
確
保
す
る
と
い
う

意
思
を
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
約
は
未
だ
続
い
て

お
り
利
用
者
側
か
ら
す
る
と
使
い
勝
手
が
よ
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
役
場
開
庁
時
間
内
は
、
電
話
で
依
頼
が
出
来
ま
す
。

　

今
で
は
、
そ
の
電
話
依
頼
が
大
多
数
で
あ
り
、
事
前
予
約

的
な
こ
と
も
可
能
で
約
束
し
た
移
動
は
確
実
に
行
え
る
よ
う

な
仕
組
み
と
な
っ
た
反
面
、
ア
プ
リ
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

な
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
窓
口
に
誰
か
必
ず
い
な
け
れ
ば
、

提
供
も
利
用
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
町
費
に
よ
る
事
務
費
と
人
件
費
が
か
か
り
続
け
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
利
用
さ
れ
る
方
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
た
く
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
の
操
作
が
苦
手
な
高
齢
者
の
た
め
の
次
の
一
手
も

行
政
は
考
え
て
い
て
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
が
使
え
る
仕
組
み
も
考
案
さ
れ
、
こ
れ
が
現
実
に
な

れ
ば
運
営
経
費
も
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

安
心
安
全
で
、
健
や
か
に
楽
し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
町
を

目
指
し
て
微
力
な
が
ら
行
政
の
監
視
や
提
案
を
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

長
谷
川　

克
弘
）

『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
光
と
影
』

　スペースの都合上、審議した議案や質疑・質問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局までお問い
合わせください。

質疑・質問は要約されています質疑・質問は要約されています

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう
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一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
47
億
３
千
９
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成
31
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
の
審
査
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
４
億
１
千
万
円
、
歳
出
で
３
億

９
千
７
百
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
30
年
度
の
22
億
７

千
３
百
万
円
か
ら
２
億
３
千
４
百
万
円
減
の

20
億
３
千
９
百
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
41
億
８
千
６
百
万
円
に
占
め
る
割

合
（
依
存
度
）
は
約
50
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
減
少
の
主
な
要
因
は
、
基
準
財
政
収

入
額
の
う
ち
法
人
税
割
を
過
大
算
定
し
、
誤

っ
た
数
値
を
報
告
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

昨
年
度
に
錯
誤
措
置
額
と
し
て
減
少
分
が
交

付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
▲
０
・
８
％

か
ら
さ
ら
に
改
善
し
、
▲
１
・
４
％
（
表
３

②
備
考
欄
）
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
比
率
の
算
定
に
は
不
透
明
な
部

分
が
多
い
交
付
税
が
算
入
さ
れ
る
た
め
、
将

来
の
不
測
の
財
政
負
担
に
備
え
、
今
後
も
行

財
政
改
革
を
進
め
、
本
町
の
歳
入
に
見
合
っ

た
比
率
を
維
持
す
る
よ
う
、
努
力
を
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

歳
入
で
は
町
税
、
使
用
料
等
の
収
入
未
済

（
滞
納
額
）
が
、
前
年
度
に
比
べ
１
万
９
千

円
増
加
し
て
お
り
、
不
納
欠
損
額
（
町
税
等

が
徴
収
不
能
と
判
断
さ
れ
た
金
額
）
が
25
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金

を
は
じ
め
と
す
る
17
基
金
の
合
計
で
、
前
年

度
末
に
比
べ
１
億
６
千
万
円
減
少
し
、
42
億

４
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
金
が
減

少
し
た
主
な
要
因
は
、
地
域
活
性
化
基
金
８

千
万
円
、
新
規
に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
５

百
万
円
が
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
の
、
公
共

施
設
整
備
等
基
金
７
千
２
百
万
円
、
未
来
を

担
う
こ
ど
も
の
健
全
育
成
と
教
育
の
基
金
１

千
２
百
万
円
、
地
方
創
生
基
金
１
億
５
千
３

百
万
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

町
全
体
の
公
債
費
の
借
入
（
元
金
）
残
高

（
表
２
）
は
、
防
災
対
策
事
業
に
２
億
６
千

９
百
万
円
、
寿
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
事
業
に
７
千
２
百
万
円
を
借
り
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
借
入
額
が
８
億
２

百
万
円
と
な
り
、
償
還
額
が
４
億
２
千
８
百

万
円
、
こ
の
結
果
、
前
年
度
末
に
比
べ
３
億

７
千
４
百
万
円
増
加
し
、
56
億
７
千
５
百
万

円
に
な
り
、
町
民
一
人
当
り
約
３
４
１
万
円

の
借
金
額
は
前
年
度
と
比
較
し
約
30
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
７
千
万
円
増
加
し
、
５
億
５
千
万
円
に
な

り
ま
し
た
。
自
動
車
学
校
事
業
会
計
７
百
万

円
、
下
水
道
事
業
会
計
１
千
４
百
万
円
増
加

と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

特
別
会
計
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
が
基
本
で

す
が
、
実
態
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月
16
日

か
ら
17
日
に
か
け
て
全
議
員
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
認
定
第
１
号
一
般
会
計
か
ら
、
認
定

第
８
号
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま

で
の
８
会
計
の
平
成
31
年
度
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、監査委員の
意見を付して議会に提出され、認定の可否を決めるものです。
　議会は予算が適正に執行されていることを審査するとともに、
住民に代わって行政効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（長谷川克弘委員長）を設置され、休会中に各会計決算を審査し、
平成３１年度の一般会計をはじめとする８会計すべての歳入・歳
出決算が認定されました。

実
質
公
債
費
比
率
▲
１･

４
％

基
金
残
高
17
件
、
42
億
４
千
９
百
万
円
（
一
般
会
計
）
に

全
会
計
決
算
を
認
定

平成31年度　決算審査特別委員会平成31年度　決算審査特別委員会
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歳出総額４７億３千９３８万円歳出総額４７億３千９３８万円

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

4,207,257,000 4,186,046,853 4,008,649,439 177,397,414 301,000

自動車学校事業特会 43,793,000 42,441,300 42,228,165 213,135

国民健康保険事業特会 207,571,000 217,170,743 194,352,149 22,818,594

水道事業特会 103,290,000 102,155,498 101,668,988 486,510

下水道事業特会 159,290,000 159,249,602 158,765,568 484,034

介護保険事業特会 225,442,000 211,659,770 205,566,284 6,093,486

後期高齢者事業特会 28,453,000 28,363,614 28,149,066 214,548

国保病院事業
（収益的収支） 537,499,000 525,066,752 514,327,014 10,739,738

（資本的収支） 69,687,000 58,238,000 69,305,922 ▲ 11,067,922

5,582,282,000 5,530,392,132 5,323,012,595 207,379,537 301,000

一　　般　　会　　計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

（表-１）平成３１年度　一般会計及び特別会計の決算状況

(単位：円）

会　　計　　区　　分 予　算　額
決　　　　　算　　　　　額 翌年度へ繰越

すべき財源

 

区　　　分 平成30年度末 借入（発行）額 償還額 平成31年度末

一 般 会 計 4,449,616 760,051 346,698 4,862,969
水 道 事 業 特 別 会 計 355,346 33,670 321,676
下 水 道 事 業 特 別 会 計 396,005 17,600 42,338 371,267

国民健康保険病院事業会計 99,499 24,700 5,416 118,783

合　　　計 5,300,466 802,351 428,122 5,674,695

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

（単位：千円）

 

  （表-３）財務指標（普通会計）

項　　　目 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 備　考

①経常収支比率 55.1 61.9 52.0 60.5
毎年経常的に収入される財源
のうち、経常的に支出される経
費の割合

②実質公債費比率
（単年度）

0.6 △ 1.6 △ 1.7 △ 1.1

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成29年度
～31年度の３ヵ年平均で算出。
平成31年度=▲1.4％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

4.9 2.6 0.3 △ 1.4

公債費負担適正化計画の実質
公債費比率は、②の平成28年
度～30年度の３ヵ年平均で算
出。平成30年度＝▲0.8％

④財政力指数 0.093 0.137 0.142 0.146
財政力の強弱を表す指標で、１
以上は普通交付税の不交付団
体

⑤標準財政規模 2,340,874 2,318,316 2,328,660 2,103,512
ある程度均衡の取れた行政
サービスを行うために必要な一
般財源の規模

⑥基準財政収入額 212,576 475,837 214,254 217,532 収入が見込まれる税金など

⑦基準財政需要額 2,217,680 2,119,953 2,007,180 2,005,399
一定の行政サービスを提供する
ために必要な財源

（単位：①～③％、⑤～⑦千円）
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一 

般 

会 

計

　
宮
崎
委
員

　

前
年
度
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
る
防
災
無
線

に
つ
い
て
、
戸
別
受
信
機
の
配
付
台
数
が
８

４
９
台
、
98
％
配
付
さ
れ
て
い
る
。
残
り
２

％
の
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
な
い
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

　
小
林
総
務
課
長

　
た
め
ら
う
理
由
は
電
気
代
が
結
構
掛
か
る

こ
と
を
言
わ
れ
た
が
、
年
間
電
気
料
は
そ
れ

ほ
ど
掛
か
ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後

に
お
き
ま
し
て
は
再
度
お
願
い
し
て
、
配
付

率
１
０
０
％
を
目
指
し
た
い
。

　
星
川
委
員

　

企
業
誘
致
促
進
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
貝

化
石
の
工
場
は
企
業
誘
致
し
て
か
ら
３
年
に

な
り
ま
す
が
、
製
造
は
し
て
い
る
が
販
売
ま

で
至
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
行
政

に
何
か
報
告
は
あ
る
の
か
。

　
小
林
町
長

　
企
業
と
し
て
は
親
会
社
も
あ
っ
て
経
営
的

に
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
販
売
の
実
績

は
出
て
い
な
い
。
現
在
は
、
新
た
な
活
用
先

に
お
い
て
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
い
て
、
商
品

開
発
に
向
か
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、

肥
料
・
飼
料
以
外
で
の
活
用
も
検
討
し
て
い

る
状
況
で
す
。

答 問答 問

　
東
海
林
委
員

　

冬
期
生
活
支
援
事
業
60
万
円
の
決
算
額
が

ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
思
い
や
り
が

あ
る
の
な
ら
非
課
税
で
な
く
て
も
税
金
を
払

っ
て
い
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
も
助
成
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　

相
馬
保
健
福
祉
課
長

　
課
税
世
帯
の
方
も
対
象
と
な
る
方
も
い
ま

す
の
で
、
制
度
を
も
う
一
度
再
構
築
す
る
よ

う
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
星
川
委
員

　

６
次
産
業
化
推
進
事
業
の
ブ
ド
ウ
に
つ
い

て
、
試
験
栽
培
は
し
て
い
ま
す
け
ど
、
そ
の

後
の
生
育
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　

平
中
産
業
課
長

　
今
年
度
の
ブ
ド
ウ
の
生
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
は
非
常
に
有
効
積
算
温
度
が
高
く

て
順
調
で
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
よ
り
低
い

状
況
で
す
が
、
お
お
む
ね
順
調
に
生
育
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
試
験
栽
培
を
続
け
な
が

ら
将
来
的
に
は
醸
造
が
で
き
る
よ
う
な
方
向

ま
で
圃
場
を
広
げ
る
考
え
方
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

　
髙
橋
委
員

　

観
光
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
委
託
事
業
は
宝
島
旅
行
社

の
関
係
だ
と
考
え
て
い
い
で
す
か
。

答 問答 問問

　

永
田
産
業
課
参
事

　
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
髙
橋
委
員

　

運
営
に
つ
い
て
ま
で
は
宝
島
旅
行
社
が
関

わ
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
専

務
理
事
が
い
な
い
こ
と
運
営
上
支
障
を
来
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
専
門

的
知
識
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
な
ど
の
相
談

は
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

永
田
産
業
課
参
事

　
委
託
料
の
中
で
経
営
サ
ポ
ー
ト
の
業
務
を

含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
経
営
に
関

す
る
相
談
は
し
て
い
ま
す
。

　
髙
橋
委
員

　

今
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
に

し
て
も
運
営
に
し
て
も
結
果
が
出
て
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
宝
島
旅
行
社
の
能
力
に
関

係
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

永
田
産
業
課
参
事

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
し
て
１
年
数
か
月
で
、

施
設
の
老
朽
化
や
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
不
足
な

ど
利
活
用
に
向
け
た
運
営
面
の
改
善
に
大
き

く
労
力
を
取
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が

担
う
べ
き
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。
宝
島
旅
行
社
に
つ
い
て
は
、

得
意
分
野
も
あ
り
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

宮
崎
委
員

　

松
音
知
に
あ
る
「
も
う
も
う
」
に
あ
る
住

宅
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
中
頓
別
町

周
辺
で
蜂
蜜
を
採
取
さ
れ
て
い
る
養
蜂
業
の

　
　

答 答問答 問問

方
々
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最

近
、
住
宅
を
出
て
ほ
し
い
と
町
の
ほ
う
か
ら

言
わ
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、
事
実
か
ど
う
か

確
認
し
ま
す
。

　

土
屋
建
設
課
長

　
町
か
ら
は
住
宅
を
出
て
く
だ
さ
い
と
言
っ

た
こ
と
は
な
い
で
す
。

　

宮
崎
委
員

　

町
の
特
産
品
の
一
つ
の
蜂
蜜
の
確
保
に
関

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、
特
に
使
う
人

が
い
な
か
っ
た
ら
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
ほ

う
が
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

　

土
屋
建
設
課
長

　
今
ま
入
居
さ
れ
て
い
た
方
が
一
度
退
去
し

て
、
新
た
な
方
が
入
る
と
き
は
募
集
を
か
け

る
の
が
決
ま
り
で
、
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
海
林
委
員

　

公
営
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
８
戸
で

１
５
２
万
円
、
相
当
大
き
な
金
額
が
あ
る
の

か
、
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
未
済
額
が
あ
る

の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

土
屋
建
設
課
長

　
８
件
の
う
ち
金
額
に
対
し
て
少
な
い
額
で

１
万
７
千
円
、
多
い
額
で
40
万
円
超
え
る
方

も
い
ま
す
。

　

東
海
林
委
員

　

や
っ
ぱ
り
多
い
人
が
一
人
二
人
納
入
し
て

く
れ
る
と
金
額
的
に
少
な
く
な
る
の
で
、
こ

の
未
済
額
の
納
入
促
進
は
具
体
的
に
は
ど
う

答問答問答問

総
　
　
務
　
　
費

農 

林 

水 

産 

業 

費

主 

な 

質 

疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

商
　
　
工
　
　
費

土
　
　
木
　
　
費

歳
　
　
　
　
　
入

民
　
　
生
　
　
費



　

な
か
と
ん
べ
つ
議
会
だ
よ
り
２
１
２
号
を
、

お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
も
何
か
と
不
自
由
な
生
活
を
送
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
、
「
新
北
海
道
ス

タ
イ
ル
」
な
ど
の
言
葉
も
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ

ィ
ア
で
聞
か
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
の
注
意
喚

起
が
未
だ
続
い
て
い
て
、
こ
の
状
況
の
終
息

が
少
し
で
も
早
く
来
て
は
く
れ
な
い
か
願
う

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
う
時
期
は
い
わ
ゆ
る

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
出
す
こ

と
も
あ
り
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
の
対
策
が
必
然
的
に
継
続
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
衛
生
的
に
も
社
会
的
に
も

一
段
と
新
し
い
常
識
の
時
代
が
や
っ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

経
済
対
策
の
効
果
も
地
域
経
済
に
と
っ
て

は
実
感
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
り
、

景
気
が
上
向
く
兆
し
さ
え
見
い
だ
せ
て
な
い

と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
を
向
い
て
ば
か
り
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

感
染
症
対
策
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
間
と
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
然

豊
か
な
中
頓
別
の
美
味
し
い
空
気
を
、
マ
ス

ク
な
し
で
胸
一
杯
吸
い
込
ん
で
、
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
長
）

編
　
集
　
後
　
記

なかとんべつ町議会だより２１２号 12

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

　
土
屋
建
設
課
長

　
可
能
な
方
は
個
別
徴
収
し
、
状
況
を
整
理

し
な
が
ら
計
画
的
に
徴
収
に
当
た
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
東
海
林
委
員

　

聞
き
た
か
っ
た
の
は
、
中
頓
別
町
に
住
ん

で
い
て
働
い
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
働
き
先
と

協
議
し
て
給
料
か
ら
差
し
引
く
こ
と
を
今
ま

で
み
ん
な
や
っ
て
き
て
い
る
。
居
な
い
と
い

う
の
は
行
方
不
明
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
土
屋
建
設
課
長

　
郵
便
等
で
請
求
を
送
っ
て
も
行
先
不
明
で

返
っ
て
来
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
連
絡
が
取

れ
る
方
は
支
払
い
計
画
を
検
討
し
て
払
っ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
給
料
か
ら
引
く
と
こ
ろ

ま
で
は
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

事
業
効
果
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
部
評
価
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

答答 問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審 

査 

意 

見

７日　議会広報編集特別委員会
13日　第３回臨時会

１日　議会運営委員会
４日　議会運営委員会
15日～17日
　　　第３回定例会、決算審査特別委員会
27日　武部代議士・吉田道議・三好道議を囲む会
　　　（稚内市）

議会の動き
７月

７日　第４回臨時会
20日　楢原民之助氏追悼慰霊祭
　　　交通事故死亡者慰霊祭
　　　無縁故者法要

８月

９月

２日　議会運営委員会
８日　議会広報編集特別委員会
19日　議会広報編集特別委員会
28日　議会運営委員会

10月

※行事等については、新型コロナウイルスの感染
　防止のため規模を縮小したことにより、来賓と
　して出席出来なくなっています。

町民から集められた手作りマスク


